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高度救助隊による救出訓練を視察

地域住民の皆様の安全・安心を守ります。

導入された新型救助工作車



＜　駿東伊豆消防組合管理者提出議案　＞

報第１号

 

議第２号

議第３号

第　７　　議第　３号　駿東伊豆消防組合火災予防条例の一部改正について

第　８　　議第　４号　令和３年度駿東伊豆消防組合会計予算について

第　９　　消防行政に対する一般質問　

第　３　　会期の決定

第　４　　報第　１号　専決処分の報告について（交通事故損害賠償額の決定について）

第　５　　議第　１号　令和２年度駿東伊豆消防組合会計補正予算（第２回）について

第　６　　議第　２号　指定金融機関の指定について　

第　２　　諸般の報告

 
　令和３年第1回駿東伊豆消防組合議会定例会議事日程

　令和３年2月４日（木曜日）午後２時00分　開会

第　１　　会議録署名議員の指名

駿東伊豆消防組合火災予防条例
の一部改正について

第 10　   議会運営委員会の閉会中の継続調査

＜ 　議 案 一 覧 　＞

議案名 内　容 議決結果

議第４号
令和３年度歳入歳出予算の総額は、それぞれ60億1,167万8,000円と定めるも
のです。本予算は、前年度当初予算と比較すると１億9,687万8,000円の減額
となります。減額の理由は、厳しい経済情勢における構成市町の負担を念頭に置
き、実施する事業の必要性や緊急性の検討を慎重に行った結果によるものです。

可決
令和３年度駿東伊豆消防組合会
計予算について

本案は、地方自治法第180条第１項の規定による議会の指定に基づき、交通事
故に係る損害賠償の額について、専決処分したので、報告するものです。

報告専決処分の報告について
（交通事故損害賠償額の決定）

議第１号 本補正予算案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,578万4,000円
を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ62億6,459万4,000円とす
るものです。

可決令和２年度駿東伊豆消防組合会
計補正予算（第２回）について

本組合の指定金融機関について、令和３年５月31日をもって指定終了となるた
め、６月以降の指定金融機関を指定するものです。

可決指定金融機関の指定について

本改正は、対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気設備等の取扱い
に関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令（令和２年
総務省令第77号）の公布に伴い、急速充電設備の全出力の上限を200キロワッ
トまで拡大し、火災予防上必要な措置が定められたことから、所要の改正を行う
ものです。

可決

駿東伊豆消防組合議会 定例会が開催されました。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ２



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
指

定
病
院
以
外
の
病
院
・
医
院
等
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑

わ
れ
る
症
状(

発
熱
、
呼
吸
器
症
状)

の
あ

る
患
者
の
搬
送
受
け
入
れ
拒
否
や
搬
送

先
決
定
ま
で
に
長
時
間
要
し
た
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
か
伺
う
。

救
急
課
長

静
岡
県
で
は
、
救
急
活

動
に
お
い
て
、
搬
送
受
け
入
れ
拒
否
や
搬

送

先

決

定

ま

で

に

長

時

間

を

要

し

た

ケ
ー
ス
を
搬
送
困
難
症
例
と
い
い
、
そ
の

定
義
は
、
医
療
機
関
へ
の
受
け
入
れ
に
要

す
る
照
会
件
数
が
６
回
以
上
又
は
照
会

時
間
が
３
０
分
以
上
と
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑

わ
れ
る
症
状
の
あ
る
傷
病
者
の
搬
送
に

お
け
る
搬
送
困
難
症
例
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

が

指

定

感

染

症

と

な
っ
た
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
１
月
３
１
日
ま
で
の
期
間
で
、
照
会
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件
数
６
回
以
上
の
件
数
は
７
件
、
ま
た
、

照
会

時
間

３
０

分

以
上
の
件

数
は
９
件

と
な
り
ま
す
。

既
に

新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

陽
性

患
者

を

搬
送
し
て

い
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
か
伺

う
。

救
急

課
長

保
健
所
等

か
ら
の
依

頼
に
よ
る
転
院
搬
送
等
が
１
６
件
、
救
急

出
動

で
搬

送
後

の

病
院
等
の

検
査
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

感
染

が
確

認
さ

れ

た
事
案
が

１
０
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
定
例
会
で
は
、
5
人
の
組
合

議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

杉
村

清

議
員

職
員
の
感
染
報
告
後
、
更
な
る
感
染

防
止
対
策
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

本
消
防
本
部
に
お
い
て

最
初
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
後
、
駿
東
伊

豆
消
防
本
部
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
会
議
を
開
催
し
、
原
因
の
検
証
や
そ

の
後
の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
感
染
の
原
因
と
し
ま
し
て

は
、
勤
務
交
代
時
の

引
継
ぎ
や
、
食
事
中

の
濃
厚
接
触
が
疑
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
引

継
ぎ
の
際
は
密
に
な
ら
な
い
よ
う
少
人
数

で
行
う
こ
と
、
食
事
の
際
は
時
間
や
場
所

を
変
え
る
こ
と
を
再
度
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
注
意
喚
起
の
通
知
発
出
や
感
染
防
止

対
策
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
医
や
感
染
症
の
専
門
医
に

職
場
環
境
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
救
急

隊
の
出
動
体
制
や
手
指
消
毒
液
の
設
置
場

所
の
増
設
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
改
善
い
た
し
ま
し
た
。

質問中の杉村議員答弁中の救急課長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染

拡
大
し
て
い
る
状
況
下
で
の
救
急
活
動

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
の
ス
ト
レ
ス

対
策
に
つ
い
て



梶

泰
久

議
員

統
合
と
い
う
協
議
の
中
で
必
要
な
の

は
、
政
治
の
対
話
、
決
断
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

消
防
長

組
合
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

各
構
成
市
町
で
の
組
合
規
約
の
改
正
に
係

る
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

現
在
、
消
防
の
広
域
化
の
理
念
が
達
成
で

き

る

か

に

つ

い

て
、
メ

リ

ッ

ト

・

デ

メ

リ
ッ
ト
を
含
め
、
両
組
合
の
事
務
レ
ベ
ル

で
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
両
組
合
で
検
討
し
た
資
料
を
、

両
組
合
の
構
成
市
町
長
に
お
示
し
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
。
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災
害
に
備
え
る
べ
き
消
防
庁
舎
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
位
置
付
け
、
ま
た
、

立
地
に
課
題
の
あ
る
消
防
庁
舎
に
つ
い
て

伺
う
。総

務
課
長

消
防
庁
舎
は
、
平
常
時
は

も
と
よ
り
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

適
切
に
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

耐
震
性
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
非
常
用
電

源
や
無
線
設
備
な
ど
、
消
防
活
動
を
継
続
す

る
た
め
の
設
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。ま

た
、
津
波
や
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
自

然
災
害
の
被
害
を
受
け
に
く
い
場
所
で
あ

る
か
、
管
轄
区
域
の
人
口
・
災
害
発
生
状
況

や
道
路
整
備
状
況
な
ど
、
周
辺
環
境
に
つ
い

協
議
は
何
回
開
催
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
事
項
を
話
し
合
っ
た
の
か
、
ま
た
、
協
議

で
詰
め
て
い
く
課
題
と
組
合
の
考
え
は
何

か
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
課
長

昨
年
、
令
和
２
年
中
に

お
い
て
は
、
両
組
合
同
士
の
協
議
と
し
て
、

担
当
課
長
が
出
席
す
る
調
整
会
議
を
４
回

開
催
し
、
両
組
合
の
体
制
の
確
認
や
、
統
合

に
よ
る
効
果
な
ど
に
つ
い
て
協
議
い
た
し

ま
し
た
。

統
合
協
議
に
お
い
て
は
、
消
防
広
域
化

の
理
念
で
あ
る
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
、

「
人
員
配
置
の
効
率
化
と
充
実
」
、
「
消
防
体

制
の
基
盤
強
化
」
な
ど
の
実
現
に
向
け
た
調

整
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

課
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
洗
い
出
し
を

行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
下
田
地
区
消
防
組
合
と
の
統

合
に
係
る
本
組
合
の
考
え
と
し
て
は
、

現
状
、
両
組
合
の
消
防
体
制
の
基
盤
が

均
衡
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

全
て
の
市
町
が
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
兆
し
が
未
だ

見
え
ず
、
今
後
の
見
通
し
が
立
た
な
い

こ
と
か
ら
、
慎
重
な
研
究
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
田
直
志

議
員

答弁中の企画課長

質問中の山田議員

答弁中の消防長

慎重に研究を進めます。

質問中の梶議員

下
田
地
区
消
防
組
合
と
の
統
合
協
議
に
つ

い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て



発
災
時
に
本
部
庁
舎
に
参
集
す
る

想
定
職

員
と
、
発
災
時
に
徒
歩

で
参

集

で
き
る
範
囲
や
居
住
す
る
人
数
を
伺
う
。

警
防
課
長

本
消
防
本
部
で
は
「
駿

東
伊
豆
消
防
組
合
警
防
規
程
」
第
５
３
条

に
基
づ

き
、
災
害

時
の
職
員
配
備
体

制

基
準
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の

基
準

で
は
、
地
震
に
よ
る
災

害

の
場
合
、
管

内
に

震
度
４
の
地
震
が

発

生
し
、
被
害
が
生
じ
た
と
き
は
、
警
防
本

部
を
「
特
別
警
防
体
制
１
号
」
と
し
、
幹
部

職
員
４
人
を
含
む
１
５
人
が
参
集
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
管

内
に

震
度
５
弱
以
上
の

地

震
が
発

生
し

た
場
合
を
含
め
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
「
特
別
警
防
体

制
３
号
」
と
し
、
全
職
員
で
災
害
対
応
に

当
た
る
体
制
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
発
災
時
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
活
用
し
参
集
す
る
こ
と
と
し

て
お
り

ま
す

の
で
、
全
て
の
職
員
が

徒

歩
で
参
集
す
る
と
い
う
想
定
は
し
て
お
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り
ま
せ
ん
が
、
消
防
本
部
が
所
在
す
る
第

１
方
面
で
あ
る
沼
津
市
及
び
清
水
町
に
居

住
す
る
職
員
を
徒
歩
で
参
集
で
き
る
範
囲

と
仮
定
し
ま
す
と
、
幹
部
職
員
８
人
を
含

め
２
４
人
が
徒
歩
で
参
集
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
感
染
対
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

て
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
内
、
洪
水
浸

水
想
定
区
域
内
な
ど
立
地
に
課
題
の
あ
る

消
防
庁
舎
は
１
２
署
所
と
な
り
ま
す
。

課
題
の
あ
る
消
防
署
所
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
、
計
画
等
が
あ
れ
ば
伺
う
。

総
務
課
長

既
存
の
消
防
庁
舎
に
つ

き
ま
し
て
は
、
著
し
い
損
傷
や
浸
水
等
が

発
生
し
、
消
防
庁
舎
と
し
て
の
機
能
が
損

な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
代
替
施
設
の
確
保

に
つ
い
て
、
構
成
市
町
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
建
替
え
、
移
転
、
統
廃
合
を
含
め
た
、

消
防
署
所
適
正
配
置
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

警
防
部
長

庁
舎
関
係
に
つ
き
ま

し
て
は
、
換
気
を
定
期
的
に
行
い
、
事
務

所
出
入
口
に
手
指
消
毒
液
を
設
置
し
、
庁

舎
の
共
有
部
分
を
毎
日
消
毒
す
る
と
と

も
に
、
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
受
付
カ

ウ
ン
タ
ー
、
事
務
所

内
、
食
堂
等
に
シ
ー

ル
ド
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
注
意
喚
起
の
通
知
発
出
や
感
染

防
止
対
策
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
救
急
活
動
に
お
け
る
感
染
対
策

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

感
染
が
疑
わ
れ
る
傷
病
者
に
対
し
適
切

な
対
応
を
実
施
し
、
救
急
隊
員
及
び
他
の

職
員
へ
の
感
染
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
令
和
２
年
１
月
２
８
日
に
、

感
染
防
止
の
た
め
の
装
備
、
車
両
の
消
毒

及
び
感
染
性
廃
棄
物
の
処
理
等
に
つ
い

て
定
め
た
対
応
要
領
を
策
定
し
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

答弁中の警防課長

答弁中の総務課長

片
岡
章
一

議
員

質問中の片岡議員

答弁中の警防部長

大
規
模
災
害
発
生
時
の
初
動
活
動
強
化

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

に
つ
い
て



今
後
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
な
い

こ
と
が
最
優
先
で
あ
り
ま
す
の
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
感
染

防
止
対
策
の
徹
底
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

現
在
の
取
組
状
況
と
そ
の
効
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
今
後
の
課
題

と
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
課
長

効
率
的
か
つ
効
果
的

な
消
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
消
防
組
合
が
目
指
す
べ
き
方
向

性
と
そ
の
実
現
に
向
け
、
中
長
期
的
な
方

針
を
示
す
た
め
、
平
成
２
９
年
度
・
３
０

年
度
の
２
か
年
を
掛
け
て
、
本
組
合
の
総

合
計
画
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
を
策

定
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

本
計
画
に
お
い
て
は
、
消
防
行
政
活
動

の
目
的
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
成
果
目
標

を
設
定
し
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
投
入
さ

れ
た
予
算
や
人
件
費
、
成
果
物
等
を
総
括

的
に
勘
案
し
な
が
ら
評
価
を
行
い
、
そ
の

評
価
結
果
に
基
づ
く
改
善
を
、
次
年
度
以
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降
の
消
防
行
政
活
動
の
企
画
・
立
案
に

反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
っ
た
、
行
政
評
価

シ

ス

テ

ム

を

活

用

し

た

P
D
C
A

サ

イ

ク
ル
に
よ
る
進
行
管
理
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

取
組
の
効
果
と
し
て
は
、
達
成
目
標
を

明

確

に

す

る

こ

と

で
、
予

算

や

人

材

と

い
っ
た
経
営
資
源
の
最
適
配
分
が
実
現

で
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

課
題
と
し
ま
し
て
は
、
取
組
状
況
の
評

価
が
一
方
に
偏
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
消

防
活
動
と
組
合
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
持
っ
た
職
員
を
育
成
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
取
組
で
す
が
、
こ
の
総
合
計
画

に
お
け
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し

た

P
D
C
A

サ

イ

ク

ル
に

よ

る

進

行

管
理
を
、
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

職
員
一
人
一
人
の
業
務
に
対
す
る
意
識

改
革
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
消
防
行
政
組
織
を
構
築
し
、
消
防
責

任
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
応
に
係
る
関
係
機
関
と
の

連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

救
急
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
等
の
移
送
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
の
任
務
行
為
で
あ
り
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
保
健
所
の
移
送
能
力
が
逼
迫
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
本
組
合
管
内
の
救
急

医
療
体
制
に
支
障
を
来
す
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
１
月
１
３
日

付
け
で
静
岡
県
と
移
送
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
本
組
合
の
管
内
を
管
轄
す
る

保
健
所
と
緊
密
に
情
報
共
有
し
、
連
携
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
応
に
お
け
る
課
題
認
識
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

警
防
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

複
数
の
職
員
が
感
染
し
た
場
合
は
、
消
防

業
務
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。こ

の
認
識
か
ら
、
本
消
防
本
部
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

業
務
継
続
計
画
を
策
定
し
、
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

適
正
配
置
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な

取
組
が
さ
れ
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の

か
伺
う
。

総
務
課
長

今
年
度
、
駿
東
伊
豆
消

防
組
合
消
防
署
所
適
正
配
置
計
画
策
定

作
業
部
会
を
６
月
と
１
１
月
に
開
催
し
、

消
防
施
設
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
、

消
防
施
設
の
現
況
と
災
害
の
発
生
状
況
、

現
状
の
配
置
署
所
と
運
用
効
果
の
検
証
、

整
備
を
検
討
す
る
署
所
等
に
つ
い
て
な

ど
、
計
画
に
盛
り
込
む
事
項
に
つ
い
て
検

討
い
た
し
ま
し
た
。

重
岡
秀
子

議
員質問中の重岡議員

総
合
計
画
、
第
４
章
消
防
署
所
の
適
正

配
置
の
推
進
に
つ
い
て

各

事

業

の

P
D
C
A

サ

イ

ク

ル

の

取

組
に
つ
い
て



建
設
か
ら
４
０
年
を
経
過
し
て
い

る
吉
田
出
張
所
の
移
転
・
建
替
え
等
の

研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
課
長

吉
田
出
張
所
は
、
昭

和
５
５
年
に
建
設
さ
れ
、
建
設
か
ら
４

０
年
が
経
過
し
て
い
る
庁
舎
で
あ
り
ま

す
の
で
、
消
防
署
所
適
正
配
置
計
画
に

お
け
る
対
象
庁
舎
と
し
て
移
転
・
建
替

え
等
の
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
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計
画
を
策
定
す
る
際
、
対
象
と
な
る

署
所
は
、
ど
の
よ
う
な
観
点
や
視
点
で
選

考
し
て
い
る
の
か
、
地
域
性
も
考
慮
さ
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
住
民
へ
の

説
明

を

ど
の
よ
う
に
行
い
理
解
を
得
て
い
く
の
か

伺
う
。総

務
課
長

適
正
配
置
を
検
討
す
る

に
当
た
り
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
も
、

消
防
活
動
が
継
続
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ

と
を
最
適
位
置
の
前
提
条
件
と
し
て
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
署
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
の
経
過
年
数
や
津
波
浸
水
想

定
区
域
内
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
内
な
ど

に
建
設
さ
れ
た
施
設
を
対
象
と
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
管
轄
区

域
の
人
口
・
災
害
発
生
状
況
や
道
路
整
備

状
況
等
、
地
域
性
を
考
慮
し
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
署
所
の

移
転
、
統
合
に
関
し
て

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
等
を

活
用
し
、
広
く
住

民
の
意
見
を
求
め
、
地

域
自
治
会
等
に
丁
寧
な
説
明
を
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

丁寧な説明を心がけ

御理解をいただきます。

次回は令和３年８月定例会

沼津北消防署で開催予定です。

２０２０年度全国統一防火標語

「その火事を 防ぐあなたに 金メダル」

報告中の議会運営委員会 渡邉委員長



１議会費

２総務費

３消防費

４公債費

５予備費

伸び率

−3.17%

（単位：千円）
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３国庫支出金 200 0.0%

４県支出金 39,965 0.7%

５財産収入 4,643 0.1%

６寄附金 1

令和3年度予算額

60億1,167万８千円

令和２年度予算額

62億855万６千円

比較増減額

−１億9,687万８千円

0.0%

７繰入金

歳入

　※構成比（%）は、小数点以下第２位を四捨五入しています。

款　別 歳入予算額 構成比

１分担金及び負担金 5,788,428 96.3%

29,012

0.1%

100%

２使用料及び手数料 7,142 0.1%

合　　計 6,011,678

0.5%

0.1%

222,875 3.7%

合　　計 6,011,678 100%

９諸収入 25,503 0.4%

10組合債 134,300 2.2%

6,767 0.1%

８繰越金 4,729

5,000

  　　歳出

款　別 歳出予算額

5,753,612

構成比

1,179 0.0%

95.7%

令和３年度予算を可決しました！

令和３年度予算の重点事業を紹介します。
１ 車両整備事業として、高規格救急自動車２台を更新整備し、増加傾向にある救急需要への対応強化

を図るとともに、老朽化の激しい消防ポンプ自動車２台を更新整備します。さらに、近年、多発する大規

模な土砂災害や風水害に対応するため、総務省消防庁から無償貸与される重機及び重機搬送車を配

備することで、救助事案への対応強化を始め、消防活動体制の充実・強化を図ります。

２ 延期となった東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が管内の伊豆市で開催されれることから

テロ災害に対応するため整備した資機材操作の練度を高め、自転車競技会場に大会専用救急自動車

４台を配置するなど、訓練及び大会当日の警備に万全な体制を構築することにより、東京2020オリンピ

ック・パラリンピック競技大会の成功に貢献します。
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総額６０億1,１６７万８千円

歳 出

分担金及び負担金

96.3%

組合債

2.2%

繰越金

0.1%

県支出金

0.7%

諸収入

0.4%

使用料及び

手数料

0.1%

財産収入

0.1%

繰入金

0.1％

歳入予算額

６０億

１,１６７万８千円

歳 入

２総務費
0.5%

３消防費
95.7%

４公債費
3.7%

５予備費
0.1%

歳出予算額

６０億

１,１６７万８千円


